
































































要約:18 歳以上で発症したインスリン依存性糖尿病の合併症を早期に発見するためには,

どのような検査を何歳ごろから,あるいは罹病何年後ごろから,どのくらいの頻度で実施す

べきかについての「手引き」を策定した。またこの「手引き」を策定する資料となった 10

施設の合併症についての協同調査の成績を解析してこれに付した。 


